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◦この「議会だより」は、再生紙を使用しております。

　

市
議
会
は
、
年
４
回
定
例
会
を
開
き

ま
す
。（
２
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

　

議
会
だ
よ
り
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
般
質
問
の
内
容

等
す
べ
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所

庁
舎
１
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
図

書
室
（
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
・
中

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
白
里
公

民
館
）
で
会
議
録
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

議
会
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よ
り
編
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委
員
会
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各
常
任
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
行
政

視
察
を
今
年
は
合
同
で
行
い
、
北
海
道

３
自
治
体
の
６
事
業
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
移
動
時
間
が
長
い
の
で

大
変
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た

が
例
年
以
上
に
充
実
し
た
視
察
研
修
が

で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
視
察
報

告
書
が
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

本
市
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

全
て
の
会
派
か
ら
編
集
委
員
を
選
任
し

て
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

か
ら
は
編
集
後
記
も
持
ち
回
り
で
書
く

こ
と
に
な
り
、
私
も
初
め
て
書
い
て
い

ま
す
。
他
の
自
治
体
で
は
議
会
事
務
局

に
任
せ
っ
ぱ
な
し
の
議
会
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
な
か
で
、
大
変
ま
じ
め
に
作

業
を
行
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
紙
面
内
容
が
良
い

か
ど
う
か
は
別
の
話
で
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
点
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
見
や
す

い
紙
面
構
成
や
充
実
し
た
情
報
発
信
を

行
え
る
よ
う
に
編
集
委
員
一
同
努
力
し

て
参
り
ま
す
。副

委
員
長　

黒
須
俊
隆

編
集
後
記

平成30年　市議会第２回定例会　採決結果一覧
※結果欄の意味は次のとおりです。
「○」＝賛成　「×」＝反対　　「適」＝適任と認める
「可」＝可決　「承」＝承認　「同」＝同意　「否」＝否決　「棄」＝棄権　「採」＝採択　「不」＝不採択
※議長（岡田憲二議員）は採決に加わりません。
※件名は一部省略している場合があります。
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成議案
番号 件　　　　　　　　　　　名

1 専決処分の承認を求めることについて
（大網白里市市税条例等の一部を改正する条例） 承 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

2 平成30年度大網白里市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ 15

3 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16

4 大網白里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16
5 大網白里市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16
6 大網白里市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
諮問 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
発議案第１号 国における平成31年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16
発議案第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16
請 願 第 ２ 号 「国における平成31(2019)年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16
請 願 第 ３ 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 16

陳 情 第 ５ 号 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めるとともに、世界の国々に署名・
批准を働きかけることを求める意見書提出を求める陳情 不 × × ○ × × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ 欠 × × 6

陳 情 第 ６ 号 政府に地位協定の見直しを求めるための陳情 不 × × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○ 欠 × × 4
陳 情 第 ７ 号 選挙費用公費の不適切な支払いを防ぐために内容を公開してもらうための陳情 不 × × × × × ○ × × × × × × × ○ 欠 × × 2

　
平
成
30
年
　【
５
月
】

13
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

　【
６
月
】

１
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
開
会

５
日　

一
般
質
問　

代
表
質
問
１
会
派
３
人

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
質
問
２
人

７
日　

一
般
質
問　

個
人
質
問
４
人

13
日　

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

14
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
閉
会

　

　【
７
月
】

２
日　

三
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修

　

～
４
日　
（
北
海
道　

札
幌
市
ほ
か
）

５
日　

姉
妹
市
町
締
結
40
周
年
記
念
式
典

　
　
　
（
群
馬
県　

中
之
条
町
）

　

～
６
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修

25
日　

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
主
催

　

～
26
日　

正
副
議
長
視
察
研
修

平
成
30
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長
会
総

会
に
お
い
て
、
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ

た
功
績
に
よ
り
、
永
年
在
職
議
員
と
し
て
、

岡
田
憲
二
議
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
１
日
の
第
２
回
定
例
会
開
会
に
先

立
ち
、
議
場
に
て
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

永
年
在
職
議
員
表
彰

表彰を受けられた岡田憲二議長

　

７
月
11
日
、
山
武
市
成
東
文
化
会
館
の

ぎ
く
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
山
武
郡
市
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
大
学
大
学
院
融
合
理
工
学
府
教
授
小

林
秀
樹
氏
の
「
自
治
体
に
と
っ
て
の
住
宅

政
策
と
空
き
家
対
策
」
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
か
ら
は
、
14
名
の
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

○
講
演
内
容

　

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
に
お
け
る
「
住

宅
政
策
」
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
が
主

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
に

お
い
て
は
、
既
存
の
空
き
家
等
を
利
用
し
、

人
口
移
動
を
政
策
的
に
誘
導
し
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
。

　

空
き
家
の
有
効
活
用
を
進
め
る
の
は
、

行
政
・
議
会
が
条
例
を
整
備
し
て
、
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

講演する小林秀樹教授

講演を聴く市議会議員

山
武
郡
市
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会

第54回 姉
妹
市
町
締
結
40
周
年

　

記
念
式
典
へ
参
加
し
て

あ
ら
た
め
て
、
友
好
を
深
め
る

　

７
月
５
日
に
中
之
条
町
・
四
万
ゆ
ず
り

は
荘
に
て
、「
大
網
白
里
市
・
中
之
条
町

姉
妹
市
町
締
結
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
町
締
結
の
発
端
は
、
議
会
か
ら

　

昭
和
54
年
の
姉
妹
町
締
結
か
ら
40
年
の

間
、
議
会
同
士
の
交
流
も
続
け
て
お
り
ま

す
。
姉
妹
町
締
結
の
発
端
は
、
大
網
白
里

町
議
会
議
員
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
と
、
当

時
の
議
会
だ
よ
り
の
記
事
に
あ
り
ま
し
た
。

　

大
網
白
里
市
か
ら
は
、
議
長
、
市
長
を

は
じ
め
各
種
団
体
の
長
が
、
ま
た
中
之
条

町
か
ら
も
議
長
、
町
長
な
ど
の
方
々
が
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
の
友
好
の
絆
を
確
か
め

つ
つ
、
今
後
も
互
い
に
交
流
を
続
け
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

両市町のさらなる発展を願って、万歳三唱をする岡田議長

金坂市長とゆるキャラのマリン・なかのん

締結当時の状況（議会だより第６号記事）


